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青森県において新規の栽培作物となる「明日葉」について、今後の利用の参考とするため、乾燥

条件の検討と成分の大部分を占める繊維の分析を行った。明日葉は、温暖な気候の作物であり、生

育が早く、葉の収穫は年に 10 回前後可能である。この度、寒冷地でも栽培可能な品種が開発され

たことより、青森県内において試験栽培されたものである。 

明日葉の葉と茎をそれぞれ、送風式の乾燥機を用いて 45℃で乾燥した。葉は水分 85.7%が一晩で

10.3%まで乾燥された。茎は水分 92.7%であったが、7 日間経っても柔らかく弾力性があり、水分が

保持されたままであった。このとき、両者とも緑色を呈していた。茎を 70℃乾燥したところ、一晩

で水分 8.3%まで乾燥されたが、色は茶色に褐変した。次に茎を 6mm の大きさで輪切りに切断し、45℃

で乾燥したところ、一晩で乾燥され、色は緑であった。 

明日葉の繊維成分を測定したところ、新鮮重当たり、葉と茎のリグニンは 2.0%と 1.9%、ヘミセ

ルロース量は 2.0%と 1.9%、セルロース量は 3.3%と 2.1%であった。 
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